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　シューベルトは 1823 年 10 月ないし 11 月に歌曲集《美しき水車屋の娘 Die schöne 
Müllerin》op. 25 D795 を完成し、翌 24 年にザウアー＆ライデスドルフ社 Sauer & 
Leidesdorf から 5 分冊（VN502＝17. Febr., VN503＝24. März, VN651＝12. Aug., VN653
＝12. Aug., VN654＝12. Aug.）の形で出版している（図 1─1）。この曲集は大変に評判が




図 1　Schubert “Die schöne Müllerin”表紙
1─1　初版（Sauer & Leidesdorf 版） 1─2　再版（Diabelli 版）
　アントン・ディアベリ Anton Diabelli（1781─1858）はシューベルトが本格的な楽譜出














譜例 1　Schubert “Die schöne Müllerin”改変例




　1─3　13. 〈リュートに付けた緑のリボン Mit dem grünen Lautenband〉
─ 72 ─
　1─4　15. 〈ねたみと誇り Eifersucht und Stolz〉
　『ディアベリ版』が改変されたものであり、シューベルト自身が作った初版とは異なる
音楽であるということは、ゼルマール・バッゲ Selmar Bagge（1823─96）が 1868 年にラ
イプツィヒの『総合音楽新聞（Leipziger）Allgemeine musikalische Zeitung』に発表し
た記事において初めて指摘され、ヨーゼフ・リッセ Joseph Rissé（生没年不明）の『フラ
ンツ・シューベルトと彼のリート　Ⅰ粉挽き歌曲集 Franz Schubert und seine Lieder. Ⅰ
Müllerlieder』（1872）によって知られるようになったのである。したがって、この曲集
の全曲初演はバリトンのユリウス・シュトックハウゼン Julius Stockhausen（1826─1906）




にはルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven（1770─1827）の
《ディアベリのワルツによる 33 の変奏曲 33 Veränderungen C-Dur über einen Walzer 
von Anton Diabelli》op. 120 に主題を提供したことで知られている＊2。彼はシューベルト
の主要出版社として《魔王 Erlkönig》op. 1 D328 を始め、多数のシューベルト歌曲を出
版したのであるが、出版に際してシューベルトの曲を改変することがあったようである。
たとえば《ます Die Forelle》op. 32 D550 は全部で 5 稿残されており、シューベルトの自
筆譜のみが残る最初の 3 稿と 1820 年 12 月 9 日に雑誌付録として出版された第 4 稿には前







　シューベルトは 1817 年 2 月に、友人であるフランツ・フォン・ショーバー Franz von 
Schober（1798─1882）の家でフォーグルに引き合わされ、ヨーハン・マイルホーファー
Johann Mayrhofer（1787─1836）の《目の歌 Augenlied》D297 やヨーハン・ヴォルフガ






















あるが、それも稀に不本意ながらしただけであった（Deutsch 1957 : 420/446＝原書頁／
翻訳頁。以下、下線は引用者）」と否定的であるが、「フォーグルを大家とし尊敬し、彼の
合図や指示にはしばしば、まるでそれが〈上位に〉立つ楽匠からのものであるかのように、
従うのであった（アルベルト・ベーム Albert Böhm（生没年不詳）＝Deutsch 1957 : 282─
283/299）」、「フォーグルの要求に従ってところどころピアノ伴奏に数小節挿入し、歌手が
休養をとる機会を余計に持てるように（アンゼルム・ヒュッテンブレンナー Anselm 
Hüttenbrenner（1794─1868）＝Deutsch 1957 : 214/225）」、「この熟達した、効果を心得た
歌手があえて行った小さな変更や装飾は部分的には作曲者の同意を獲得したが、親しい論
争の種となることも珍しくはなかった（エデュアルト・フォン・バウエルンフェルト





むフォーグルの筆写譜としては《エマに An Emma》op. 58,2 D113、《漁師 Der Fischer》
op. 5,3 D225、《狩人の夕べの歌 Jägers Abendlied》op. 3,4 D368、《アンティゴネとオイデ
─ 74 ─
＊4　フォーグルが公式の場でシューベルト歌曲を初めて歌ったのは、1821 年 3 月 7 日にケルンテン門劇場
（宮廷歌劇場）における《魔王》の演奏であった。その時、伴奏をしたのはシューベルトの友人で、作曲家で
もあるヒュッテンブレンナーであり、シューベルトはその横で譜めくりをしていたという。
ィプス Antigone und Oedip》op. 6,2 D542 などが知られており、ここに挙げた 4 作品に
ついては、『新シューベルト全集 Franz Schubert. Neue Ausgabe sämtlicher Werke 
（NGA）』に付録として掲載されている。《アンティゴネ》を例として、フォーグルが行っ
た改変がどのようなものだったのかを示そう（譜例 2）。









　ⓐ　装飾の付加（第 1 曲、第 4 曲など計 12 曲）
　ⓑ　休符の挿入／旋律の簡素化（第 1 曲、第 2 曲など計 6 曲）
　ⓒ　移調（第 7 曲、第 18 曲、第 20 曲）　長 3 度下　フォーグルの声域？
　ⓓ　歌詞割り振りの変更（第 11 曲、第 13 曲、第 15 曲）







いるのだが、《美しき水車屋の娘》第 2 曲〈どこへ？Wohin？〉op. 25,2 D795,2 ／ LW─
A128, 5 には、明らかに『ディアベリ版』の改変された旋律が書き込まれているのである
（譜例 3）。






ー Max Friedlaender（1852─1934）とヴァルター・デュル Walther Dürr（1932─2018）も






　一人目はバリトンのマックス・ファン・エグモント Max van Egmond（1936─ ）。彼が
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